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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

・湯前町は町立中学校1校、令和5年度の生徒数は86名となっている。令和4年度時の学校部活動

は運動部活動4種（陸上・野球・テニス・柔道）文化系部活動は吹奏楽部を設置し、令和4年度は

85%であった全生徒の部活動参加率は、令和5年度の部活動規則の改訂などに伴い64%に減少し

ているが、部活動に参加しない生徒も地域スポーツ活動等に参画をしている。

・学校部活動の指導体制は教職員顧問のほか5名の校外指導者が運動系部活動の指導を行ってお

り、令和5年度の学校部活動では現行の部活動5部（陸上・野球・テニス・柔道・吹奏楽）への入部

があり、指導体制は前年度の体制を継続することとなった。

・校外指導者については、令和5年度より町内総合型スポーツクラブに在籍し、学校と連携しながら学

校部活動と地域スポーツクラブ活動の両面で生徒の指導にあたっている。

・本年度の「運動部活動の地域移行に向けた実証事業」の取り組みによりソフトテニス部は休日の部

活動が社会体育事業に移行をし、柔道部においては、少人数での活動であるが地域少年柔道クラブ

等との連携による地域移行が見込まれることとなった。野球部では単一校での活動が困難で近隣町村

との連携した部活動となっており、併せて民間型の地域クラブ活動へ移行しつつある。また、陸上部では

練習日程を調整し、休日の部活動日数の低減を図っている。

・今後も「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」を踏まえ、

少子化の中でも、将来にわたり我が国の子供たちがスポーツに継続して親しむことができる機会を確保

する必要が高まっている。

グラフ等データ
※出典も要記載

グラフ等データ
※出典も要記載

人口 3,502人
(R6.2月末住基）

部活動数 ５部活

公立中学校数 １校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済

公立中学校生徒数 86人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

検討段階

出典：湯前町教育委員会 令和4年度部活動に関する保護者アンケート

出典：湯前町教育委員会 令和4年度教職員アンケート（部活動の意義）
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

▼運営体制図（市区町村における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（教育課）

学校教育係・社会教育係・社会体育係があり教育課が所管課となり

学校や関係団体との連携を図りながら事業を推進する。

⚫ 首長部局（総務課・保健福祉課）

・ 総 務 課 予算・事業財源等

・ 保健福祉課 子育て支援等

必要に応じ首長部局との連絡調整を行い事業を推進する。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

協議会等 第1回調査委員会 アンケート調査・ 第2回調査委員会 地域移行検討委員会

校外指導者派遣事業

部活動地域移行モデル事業

中学校広報 ① ②・③ ④・⑤ ⑥

指導者等の募集事業

その他 6月運動部活動の地域移行に関する検討会議提言 12月スポーツ庁・文化庁ガイドライン 4月熊本県地域移行推進計画

令和4年度 令和5年度

区　　　分

令和5年度 運動部活動の地域移行に向けた実証事業
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

令和4年度中に中学校、保護者、総合型スポーツクラブ等で組織する湯前中学校部活動調査委員会を設置しており、令和5年度からの地域

移行に向けた具体的取り組み等を決定し、令和5年4月より各取り組みを進めていくことができた。令和5年度は同メンバーに地域学校協働活動

本部を加え湯前町中学校部活動地域移行検討委員会を組織し、当該年度の事業検証と基本的な方針と具体的な取り組み及び今後の計

画を協議決定した。【会議回数1回】

取組事項

学校、保護者、教育委員会、関係団体等の共通認識が図られ、今後の方向性等も決定できた。

地域内の総合型スポーツクラブを地域移行の受け皿団体としたため、小学校での総合運動指導から

つながる中学校部活動での校外指導者による指導や休日の運動部活動の社会体育移行が円滑に

進められる。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

対象中学校が1学校であり、小規模な地域特性を活かし各種会議、会合の場で学校と保護者、関係

団体と地域住民が日常的に情報共有・交換を図っており、大きな支障もなく円滑に事業の実行ができた。
特に

工夫した
事項

既存の町内総合型スポーツクラブを地域移行の受け皿団体として、学校での運動部活動に対する校外指導者の派遣と休日の部活動の地

域移行モデル事業に取り組んだが、指導者の確保が課題となっている。社会体育関係事業分野での地域おこし協力隊を募集したが応募が年

度末となり、今回事業には参画することができなかった。地域内での人材確保を含め引き続き指導者の確保にとりくむこととしている。

今後の
課題と
対応方針

部活動地域移行検討委員会の開催状況



5

２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保

地域クラブ団体である湯前町総合型スポーツクラブ湯前さわやかクラブだんだんに実技指導者5名を配置し（実績値3名）、平日及び休日の学

校部活動または地域クラブ活動での指導を行った。対象種目は陸上・ソフトテニス・柔道で、ソフトテニス部については休日部活動の地域移行モ

デル事業と位置づけて実施を行った。

また、指導者の量の確保として、地域内での指導者募集と地域おこし協力隊員の募集を行ったが、増員等には至らなかった。

取組事項

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

特に工夫
した事項

今後の
課題と
対応方針

既存の町内総合型スポーツクラブを地域移行の受け皿団体として、学校での運動部活動に対する校外指導者の派遣と休日の部活動の地

域移行モデル事業に取り組んだが、指導者の確保が課題となっている。社会体育関係事業分野での地域おこし協力隊を募集したが応募が年

度末となり、今回事業には参画することができなかった。地域内での人材確保を含め引き続き指導者の確保にとりくむこととしている。

湯前中学校の運動部活動実施日数（令和5年4月～令和6年2月）4種目計：平日532日＋休日139日 計671日

実技指導者の派遣日数

陸上4日・ソフトテニス42日・柔道128日 計174日【うち実証事業対象112日（７/11～2/22）】

ソフトテニス部の休日の活動は社会体育事業移行モデル事業として実施し、教職員指導者の休日指導32日が減少となった。【休日率22→5%】

柔道部では部員数2名であり、少年柔道クラブとの合同練習に移行していく方向性が確認された。

湯前中学校　運動部活動実施状況（令和4年度・令和5年度）

陸上 野球 テニス 柔道 合計 陸上 野球 テニス 柔道 合計 陸上 野球 テニス 柔道 合計

平日 140 136 144 121 541 141 134 138 119 532 1 -2 -6 -2 -9

休祝日 22 35 45 49 151 24 30 40 45 139 2 -5 -5 -4 -12

計 162 171 189 170 692 165 164 178 164 671 3 -7 -11 -6 -21

休祝日率 14% 20% 24% 29% 22% 15% 18% 22% 27% 21% 1% -2% -1% -1% -1%

休祝日の大会日数（内数） 休祝日の教職員指導(大会等） 8

社会体育に移行した日数 32

学校部活動での実質休祝日率 5%

合計

令和4年度 令和5年度 対前年

ソフトテニスは小学校時に総合型スポーツクラブで活動を体験し、中学生になっても部活動として継続していく傾向があった。

指導者の確保もできており、休日の部活動を社会体育移行として取り扱うモデル事業としたことで、今後の方向性を探ることができた。

また、休日の練習場所を町民グラウンド多目的コートを活用することで、生徒の移動等の課題もなかった。
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ウ：関係団体・分野との連携強化

関係団体・分野との連携強化として、熊本県スポーツ振興事業団と熊本県スポーツ協会からの講師招聘による部活動の実地指導者の研修等

を計画したが関係団体と研修受講者の日程確保に困難を要し実施に至らなかった。
取組事項

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

特に
工夫した
事項

今後の
課題と
対応方針

地域総合型スポーツクラブからの指導者派遣等により部活動の地域移行を進めているため、今後も関係団体との連携強化を図ることとして、

指導者の質の保証・量の確保等につなげていく。
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：カ：参加費用負担の支援等

就学援助費受給対象の生徒が地域総合型スポーツクラブに参加する場合の参加費支援を計画したが対象者はいなかった。

取組事項

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

特に
工夫した
事項

当該年度に保護者等の新たな負担増はなかったが、今後の地域移行の進展に伴い負担額が増加していくことも想定されるため、引き続き対

応方針を検討していく。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ク：その他の取組

中学校広報を媒体とした情報発信

湯前中学校が発行する広報誌に、中学校部活動の地域移行に関する記事や部活動の状況等を記事として保護者と地域住民、関係団体へ

の周知活動を行った。
取組事項

令和4年度に3回・令和5年度中に3回の広報を行なったことにより地域住民

等の理解が進み、実証事業の円滑な推進が図られた。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

学校長が数値やグラフ、わかりやすい文章により中学校部活動の地域移行等を

説明することにより地域住民理解が進んだ。

特に
工夫した
事項

今後の
課題と
対応方針

中学校広報を媒体とした情報発信は継続し、町の広報誌などでも情報発信を行っていく。

湯前中学校広報『未来へ』 令和4年度

湯前中学校広報『未来へ』 令和5年度
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

図、グラフ、文章での説明等

【R4部活動及び地域移行に関する保護者アンケート】 【部活動等参加意向調査とR5部活動加入儒教】

区　　分 1年 2年 3年 合計

野球部 2 2 6 10

陸上部 7 5 4 16

ソフトテニス部 5 4 3 12

柔道部 2 0 0 2

吹奏楽部 7 3 5 15

計 23 14 18 55

生徒数 31 30 25 86

加入率 74% 47% 72% 64%

令和５年度中学校部活動加入状況
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

図、グラフ、文章での説明等

【湯前中通信2022.4.26】 【湯前中通信2023.2.1】

図、グラフ、文章での説明等
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

図、グラフ、文章での説明等

【湯前中通信2023.5.2】 【湯前中通信2023.5.25】

図、グラフ、文章での説明等
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

図、グラフ、文章での説明等

【湯前町中学校部活動地域移行検討委員会資料１】 【湯前町中学校部活動地域移行検討委員会資料２】
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

図、グラフ、文章での説明等

【湯前町中学校部活動地域移行検討委員会資料３】 【湯前町中学校部活動地域移行検討委員会資料４】



14

２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

調査委員会設置

検討開始

アンケート調査等

取り組み内容・受け皿

団体や指導者の選定

実証事業

検討委員会設置

基本方針等決定

予算編成

生徒、保護者への

説明

実証事業を継続

指導者確保等

教育委員会を事務局として中学校部活動調

査委員会を設置

① 児童生徒アンケート

・部活動等参画意向

② 保護者アンケート

・部活動満足度・地域移行に向けて

③ 部活動指導教職員アンケート

・休日の部活動日数

・部活動の意義・地域指導者の必要性

・部活動指導上の課題・今後の在り方等

アンケート結果及び関係団体との情報共有

により令和5年度の取り組み事項を決定

令和４年 令和５年 令和６年

教育委員会を事務局として中学校部活

動地域移行検討委員会を設置

① 地域総合型スポーツクラブを地域移

行の受け皿と位置付け、校外指導員の派

遣事業と休日の運動部活動の社会体育

事業移行モデル事業（ソフトテニス部で実

施）を実施

② 指導者確保の取り組み

・地域総合型スポーツクラブでの地域内指

導者募集

・地域おこし協力隊員の募集

検討委員会で実証事業の内容を検証

し、次年度以降の基本的方針、具体的

な取り組み、今後の計画を決定

令和5年度より継続して中学校部活動地域移行検

討委員会を設置

前年度決定した基本方針、具体的な取り組み等を

進めPDCAサイクルを確立する。

３．今後の方向性



【熊本県水上村】
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（運動部活動の地域移行に向けた実証事業）

自治体名 熊本県水上村

担当課名 水上村教育委員会 教育課

電話番号 0966-44-0333
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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

水上村は令和５年度より小中一貫教育を推進するために義務教育学校を開校し、前期課程（小

学生）、後期課程（中学生）として在籍している。

令和５年度は、施設分離型として開校しており、前期課程・後期課程は、旧小学校、旧中学校施

設を活用しそれぞれ教育活動を行っている。後期課程の学校部活動の現状として、後期課程在籍

50人（R5.8時点）のうち35人が入部している。しかし、団体競技種目については、近隣町村と合同

チームを編成しないと各種大会への出場は、困難となっている。

村内には、社会体育活動の一環として総合型地域スポーツクラブ「水上元気クラブ」が地域住民の

活動の場として、継続的に活動している。水上元気クラブの現状として、総会員186人で後期課程の

入部は、39人となっている。学校部活動に入部していない生徒も、社会体育活動に参加している生

徒もおり、学校部活動と継続して社会体育に参加している生徒もいる。

現在、学校施設の増改築工事に伴い、これまで学校部活動、社会体育活動の場としても使用され

ていた施設が解体され、環境整備も課題として残ってる。さらに、村内の児童生徒の登下校は、令和

６年度より約9割の児童生徒がスクールバス利用となり、子どもたちの活動の場への送迎に課題が残る。

また、社会体育の指導者の高齢化や、後継者不足など指導者確保も課題となっている。今後の、

地域移行を見据え、地域の実情に応じた検討を行う。

人口 1,979人 部活動数 5部活

公立中学校数 １校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済み

公立中学校生徒数 50人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定に向けて準備中
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

令和５年度は、「水上村義務教育学校運動部活動社会体育移行検討委員会」を立ち上げ、令和７年度末までの平日の部活動移行に向け検討を進める。年

３回の会議を予定し、地域の課題について検討していく。

第1回目では、国・県の推進計画をもとに委員への説明、委員での共通認識を図る。第2回目では、村内の学校部活動の状況、総合型地域スポーツクラブの状況、

各競技指導者との意見交換を行う。第3回目は、年間のまとめ・事業状況・来年度以降について協議を行う。

また、村内の現在の課題である活動の場の確保として、武道場解体後の環境整備として柔道畳等を購入を行う。環境整備により、今後の活動の継続及び持続可

能性を確保していく。

12月に柔道競技指導者等との事前協議、12月に業者選定、1月見積徴収・契約、2月納品完了を実施した。納品後は、活動に使用を始めた。学校部活動、

社会体育（総合型地域スポーツクラブ）ともに同じ環境での活動ができるようになった。

▼運営体制図（市区町村における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（教育課学校教育係）

学校教育担当と社会体育担当が連携を図り、学校部活動と社会

体育の連携・協力を支援

地域移行に向け、地域の実情に応じた課題解決に向け、検討を進

める

⚫ 教育委員会（教育課社会体育係）

社会体育の総合型地域スポーツクラブ「水上元気クラブ」の現状把握、

今後の指導者の確保、保険や謝金等の待遇についての検討

学校部活動の地域移行に向け、受け皿としての体制を整備する

教
育
委
員
会

首
長
部
局

「柔道部」

水上元気クラブ

活動場所 統廃合により敷地内に仮の活動場所

課題：部活動の継続・持続可能な活動の場がない

環境整備

活動場所の確保・充実

学

校

部

活

動

社

会

体

育

移

行

検

討

委

員

会
体育協会

スポーツ推進委員

水上学園

学校教育

社会体育

「柔道クラブ」

学校関係者

校長

副校長

教頭（２）

体育主任（２）

PTA役員（会長・副会長）

社会体育関係

体協会長

スポ推会長

水上元気クラブ（会長・副会長）

教育委員会 事務局

教育長

課長

学校教育係

社会体育係

活動場所の共有

学校・社会体育の連携

指導者の確保
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 １校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 柔道

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

１部活

拠点校名 水上学園

地域クラブ活動に移行
した部活動数

１部活動

地域クラブ活動で実施
した種目

柔道

運営主体名 総合型地域クラブ「水上元気クラブ」

運営類型 総合型地域スポーツクラブ運営型

１か月あたりの平均的な
活動回数

柔道：月２０回程度

指導者の主な属性 総合型地域クラブの指導者

活動場所 水上学園体育館

主な移動手段 保護者の送迎

１人あたりの参加会費等
（年額）

柔道：30,000円

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：1,000円/年

指導者１人あたり：1,000円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例

水上元気クラブ

「柔道クラブ」

教
育
委
員
会 指

導

者

水上学園 「柔道部」

連

携

・

支

援

通常の運動部活動

延長練習部分

社会体育での活動



5

２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

「水上村義務教育学校運動部活動社会体育移行検討委員会」を立ち上げ、年３回程度の会議を実施し、地域移行を目指した検討会を

行っていく。

運動部活動の地域移行等に向けた実証事業として、柔道畳を購入・設置し 武道場を整備し、円滑な地域移行を行う
取組事項

検討を行うことで、近隣町村との連携や、本村における現状の課題の把握を関係者で共有し、今

後進めていく方向性の共通認識を持つことができた。

休日における学校部活動の時間も総合型地域クラブの指導者が指導を行うため生徒たちは、平

日の社会体育活動の延長として活動することができている。また、現在練習している場所は一時的

なものであるため、今回整備した柔道畳を使用することで安心安全な活動に結び付けることができ

た。 さらに、今後も入部する児童たちへの配慮となり持続的な活動へ結びつけることができた。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

総合型地域クラブのこれまでの活動を活かし、受け皿として活動していけるように環境整備

をした。

既存の総合型地域クラブを活用するため新たな負担がないように工夫した。

後期課程生徒（中学生）のみならず、前期課程児童（小学生）の利用もあるため効

果的であった。

特に
工夫した
事項

他の種目や競技は、団体競技も含まれるため、自治体単独での移行は課題がある。そのため、近隣町村との連携を図りながら地域移行に向け

進める必要がある。

近隣町村との合同活動ばかりではなく、単独でも活動を行える場の環境は、今後も必要となるので環境整備・体制整備は持続し行っていく必要

がある。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【検討委員会時の資料の抜粋】 【検討委員会時の総合型地域SCの現状】

部活動の社会体育移行に係る現状整理及び情報収集のためのヒアリング

〇現在クラブで出場している大会等について 〇月謝について（大会費・ユニフォーム)

ソフトボール クラブとして出場している大会はなし。 ソフトボール 無し。（大会費等は学校からの支給。・ユニフォーム等は使い回し。）

野球 クラブとして出場している大会はなし。 野球 無し。（大会費等は学校からの支給。・ユニフォーム等は使い回し。）

空手 毎年出場している。 空手
ただの元気クラブ会員は徴収なし。憲桜塾生は、月謝を徴収する。
（道着・保険金・協会入会費等は個人負担。大会参加費は個人負担、九州大会以上は報償費から）

柔道 月に1～2回程度出場している。年間合計10回程度 柔道 月額：2,500円（大会出場費・道着は個人負担。　交通費は月謝から）

ソフトテニス クラブとして出場している大会はなし。 ソフトテニス 月謝は徴収なし。ユニフォームは同じものを個人個人で購入している。

バドミントン
バドミントン協会主催の大会等には出場している。
（中体連は水上学園として出ている） バドミントン

月謝徴収あり。
ユニフォーム、大会参加費は個人負担。（ユニフォームのデザインは特に統一していない）

ランニングクラブ
郡市・県の記録会、小林市の記録会
ロードレース大会、中体連（クラブとして出場・湯前の人も一緒に） ランニングクラブ

月額：5,500円（小学生は1回500円）
ユニフォーム・大会参加費は個人負担（ユニフォームは今後レンタルにする予定）
ｸﾗﾌﾞロンＴ・Ｔシャツ1枚ずつは提供、2枚以降は個人負担

陸上教室
クラブ全体で出場している大会はなし。
各種大会に関する情報を提供して、参加者数が多い場合は取りまとめ申し込みをする。
参加者数が少ない場合は個人個人で申し込み。

陸上教室
月謝の徴収はなし。大会等の参加費は個人負担。
ユニフォームはないが、クラブＴを作成しており、希望者は購入する形。

水泳 年間で県内13大会に出場。その他に、人吉球磨の記録会に2回出場。 水泳 月額：2,000円（大会費・旅費・水着等は個人負担、九州大会以上は報償費から）

〇現在の実際の練習日 〇その他意見や要望

ソフトボール 月～金曜日、土曜日　２時間～３時間　年間１５０日程度 ソフトボール
指導者ができる時間となると夜になるため、学習面に影響が出てしまわないか。
急がずに、できるところから進めれば良いと思う。

野球 水、日曜日（月、火、木、金、土曜日は部活動） 野球
５、６年は後期課程と合同練習を行うことで、試合には出れないが７年時のギャップが少なく、技術
向上にもなる。（現在学童野球は日曜日のみの練習）練習場所を確実に確保できること。

空手 月、水、金曜日　１８：００～２１：００　　土曜日　９：００～１２：００ 空手
中学生が元気クラブの保険が効かないため、元気クラブには入らず個々で保険に加入している。
保険関係の整理をしてほしい。

柔道 毎日（月～金曜日　１７：００～２０：００　　土・日曜日　８：３０～１２：００） 柔道
練習場所の整備をしてほしい。
1試合場分ないため、事故があった際、練習場が規定に沿ってないと整備不良の指摘を受けない
か心配。広さもだが畳等環境整備への対応をお願いしたい。

ソフトテニス 部活動がない日（試合前） ソフトテニス
平日は練習を見れる人がいない。
生徒も少なく、団体戦出場が難しい状況。広域で行わなければ、移行したとしても改善されない。

バドミントン
火、木曜日　１８：００～２０：００
土曜日（月に２回程度） バドミントン

指導者・部員の確保。
大会に出るのに現在の練習量では足りないが、練習を増やすと指導者が対応できない。
来年度以降は、後期の体育館を使えれば送迎は問題ない。

ランニングクラブ
月、火、木曜日　１８：３０～２０：００
土曜日　（夏）８：００～１０：００　（冬）９：００～１１：００ ランニングクラブ

通常の部活動の時間に実施したい。（小学生の部と時間がかぶる。今後中学生に絞りたい）
通常の練習や大会の際、学校を挟まずにクラブ単独で活動し、他町村の人も同じ扱いをしたい。
（他町村の送迎に関しては指導者がする）

陸上教室
水曜日　１８；００～１９：３０
土曜日　（夏）８：３０～１０：００　（冬）９：００～１０：３０ 陸上教室 特になし。

水泳
夏(６月～９月)：プール　月～土曜１６：３０～１８：３０　(低学年１５：００～１６：３０)
冬(10月～6月)：陸トレ　火、金、土曜１７：００～１８：３０
週1で温水プールへ(葦北、水俣)　１０：００～１２：００　１４：００～１６：００

水泳
現在中学生で在席している子がいないため、小学生のみにしていく方向で検討中。
試合時や温水プールまでのガソリン代、高速代、駐車場代、ビート板等クラブで負担する。練習環境
や経験の場を充実させてあげたいが、月謝だけでは厳しい所がありもう少し支援して欲しい。
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【社会体育での活動写真】

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【第1回検討委員会】

【第2回検討委員会】 【整備後の柔道畳】

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

協議会設置、検

討開始

受け皿団体や指

導者、活動体制

の確保・整備

学校現場との調

整

生徒、保護者へ

の説明

地域クラブ活動

の開始

地域クラブ活動

の拡大

教育委員会が中心となり、協議

会の設置を行った。

検討会の事務局を教育委員会

が行い、国・県の動向、今後のス

ケジュールについて共通認識を図

り、本村の現状・課題について協

議した。

令和５年 令和６年 令和８年 令和９年

総合型地域クラブの環境整備と

して、柔道用畳の購入を行い、

持続可能性のあるクラブを整備

した。

今後、受け皿として活動できるよ

う支援を行った。

総合型地域クラブの課題として、

まずは環境整備と指導者の確

保が課題となっている
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

4月 運動部活動の地域移行に関

する検討会議提言

4月 休日の

地域スポーツ活動開始

6月 第１回検討委員会
4月 村としての段階的な

地域移行開始

4月 休日の

地域スポーツ活動開始

8月 第２回検討委員会

2月 第３回検討委員会

①

② 教育課内及び学校並びに指導者との情報共有、保護者説明会の開催など

環

境

整

備

武道場整備に向けた畳

の購入・設置

現水上学園前期課程体育

館を活用し、住民の体力

向上の場及び武道場とし

て活用開始

水上村
共

通

事

項

県中体連、球磨人吉中体連、県教育委員会、各市町村教育委員会との連携…地域移行の進捗確認、大会等の整理、情報収集など

国

スポーツ庁

令和８年度令和７年度令和６年度令和５年度

予

定

改革集中期間

実態や状況に合わせ毎年改善



【熊本県玉名市】
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（運動部活動の地域移行に向けた実証事業）

自治体名 熊本県玉名市

担当課名 スポーツ振興課

電話番号 0968-75-1129
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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

◆部活動の現状

・玉名市の中学生の運動部活動加入率は60％で、バドミントン、陸上、ソフトテニスの個人種目への加入

者が約半数となっている。団体種目においては単一校での大会参加が困難な状況が続いている。

・競技経験のある教員が担当している部活動は57％、競技経験のない教員が外部指導者に頼って担当

している部活動が32％、競技経験のない教員が担当し外部指導者の配置もない部活動が11％ある。

（右図）

・部活動指導員3人、外部指導者49人が、配置されているが平日に指導ができる指導者は少数である。

・教員の約半数が５０代、６０代で、高齢化が進んでいる。

◆部活動の課題

・団体種目においては、単一校でのチーム編成が困難で毎年合同部活動編成に苦慮している。

・部活動の廃部等で、生徒がやりたい種目が学校にない状況がみられる。

・クラブチームに所属する生徒が増え、部活動加入率も低下傾向にある。

・部活動指導を希望する教員は全体の32％と低く、部活動を負担に感じる教員が多数いる。

・外部指導者が不足し、専門的な指導ができていない部も多い。

人口 63.550人(R5.11) 部活動数 52部活

公立中学校数 ６校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済

公立中学校生徒数 1561人(R5.4月現在） 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定済み
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

第１回中学校部活動地域移行検討委員会（5/9）委嘱状交付、運営体制について、今後の事業スケジュール確認

先進地視察研修 長崎県長与町教育委員会（5/24）地域クラブ運営体制についての協議

第２回中学校部活動地域移行検討委員会（6/7）地域部活動についての協議会（ワークショップ形式での協議）、意見交換

第３回中学校部活動地域移行検討委員会（7/19）地域部活動「玉名モデル」について説明

玉名市内中学校教職員説明会、地区別保護者説明会、地域部活動指導者研修会及び説明会、各地域部活動説明会

※条件が整ったところから地域部活動「玉名モデル」がスタート（10/7～）12月までに９部活動が地域へ移行した

部活動地域移行啓発講演会（10/19）講師：長崎県長与町教育長 金﨑良一氏 演題：「学校部活動から地域スポーツ活動への移行！」

第４回中学校部活動地域移行検討委員会（12/13）地域部活動進捗状況、次年度の地域部活動募集について

地域部活動指導者研修会及び協議会(2/9）講師：九州看護福祉大学准教授 平﨑和雄氏 演題：「スポーツ障害について」 年間反省・意見交換会

第５回中学校部活動地域移行検討委員会（3/15）本年度の取組状況・年間反省、次年度の地域部活動移行予定、今後の方向性の確認

▼運営体制図（市区町村における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育総務課（学校教育）

総括コーディネーター（兼文化部活動担当）１名

検討委員会（案内、進行、まとめ）

文化部活動地域移行計画立案

小学校放課後スポーツ教室

⚫ スポーツ振興課（社会教育）

コーディネーター（運動部活動担当）１名

運動部活動地域移行立案、地域部活動（玉名モデル）

いだてん玉名SC、スポーツ協会等連絡調整

会計年度職員１名

地域部活動 名簿管理、指導者謝金支払、保険対応等

※イメージ図
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 ４校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 男子バレーボール、女子バレーボール、柔道、剣道、卓球、ラグビー

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

９部活

拠点校名 玉名中学校

地域クラブ活動に移行
した部活動数

２部活

地域クラブ活動で実施
した種目

男子バレーボール
女子バレーボール

運営主体名 玉名市教育委員会・NPO法人いだてん玉名SC

運営類型 地域スポーツ団体等運営型
（総合型地域スポーツクラブ運営型）

１か月あたりの平均的な
活動回数 月４回程度

指導者の主な属性 男子バレーボール部：教師
女子バレーボール部：会社員

活動場所 玉名中学校体育館

主な移動手段 自転車、保護者送迎

１人あたりの参加会費等
（年額）

男子 24000円/年
女子 12000円/年

１人あたりの保険料 CHUBB保険
（総合型地域スポーツクラブ専用補償プラン）
いだてん玉名SC年会費（2000円）に含む

▼活動概要 ▼運営体制図（地域部活動を実施する際の運営体制図）

※イメージ図

主な取組例
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

総括コーディネーター１名を配置し協議会を行い、コーディネーター１名を配置し関係団体と中学校との連絡調整を行う。

また、会計年度職員を配置し、関係団体と中学校との連絡調整及び事務処理補佐を行う。取組事項

年間５回の検討委員会を開催し、部活動の抱える課題解決の方策として、大規

模校や指導者を中心とした拠点校方式や、単一校では運営困難な部活動同士で

の合同部活動方式を取り入れた地域部活動「玉名モデル」（右図）を検討すること

ができた。また、長崎県長与町の取組をモデルとし、５月に検討委員での先進地視

察、１０月には長与町金﨑教育長を講師に保護者啓発講演会を開催した。

令和５年度後期からの地域部活動スタートに向け、校長説明、保護者啓発チラシ

作成、教職員・保護者・指導者説明会を経て、９部活動（種目：バレーボール5、

卓球1、柔道1、剣道1、ラグビー1）を地域移行することができた。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーター、担当指導主事等による事務局会議を月１～２回開催し、学校部

活動の課題解決につながる具体的な提案事項の検討を行った。

また、種目別担当者会、総合型地域スポーツクラブいだてん玉名SCとの協議、部活

動会計担当者会議、各部保護者説明会など地域部活動「玉名モデル」実施のための

会議を重ねた。さらに、生徒・保護者向けチラシ配布、玉名市ホームページや広報にも

地域部活動「玉名モデル」の啓発資料を掲載し、理解を求めた。（右図）

特に
工夫した
事項

グラフ等データ
※出典も要記載

玉名市としては、「令和７年度からすべての休日の部活動を地域部活動へ移行する」という方針を、教職員・保護者等へ周知し、スムーズな

地域移行ができるよう準備を進めている。また、学校部活動とクラブチームが一堂に参加できる大会や教員の引率を必要としない大会など、新た

に立ち上がった地域クラブの生徒が安心して成果発表のできる場づくりをスポーツ協会と連携して取り組みたい。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：オ：内容の充実

生徒の志向や体力等の状況に適したスポーツに親しむ機会の確保に取り組むために、スポーツバイキング、地域部活動等を総合型地域スポーツ

クラブ（いだてん玉名）へ委託する。取組事項

休日の部活動を、条件が整ったところから拠点校方式や合同部活動方式によ

る地域部活動として実施した。地域部活動に参加した中学生108人を対象とし

た生徒アンケート（回答率46％）の結果では、回答者の78％が「地域部活動

に満足している」と答えた。 また、回答した教員の全員が今後も地域部活動を

継続してほしいと回答しており、教員の負担軽減につながっている。一方、保護者

アンケート（回答率59％）では、55％が「地域部活動に満足している」と答え

ているものの、33％は「どちらでもない」と回答しており、地域部活動への理解が

不十分といった課題も明確になった。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

教育委員会・いだてん玉名SCが主催するスポーツバイキング（2/23：参加者

145名）において、小学生高学年向け中学校部活動体験教室（バレーボール、

バドミントン、ソフトテニス、卓球、ラグビー）を実施した。各種目団体の協力を得な

がら地域部活動の指導者を中心に、１時間ごとに種目を入れ替わりながら、いろ

いろなスポーツに触れることができた。（右写真）

特に
工夫した
事項

中学校の部活動地域移行は、中学校だけの問題ではなく、小学生も含めた玉名市内すべての子供たちがやりたいスポーツに安心して取り組

むことができる環境づくりを大人の責任で行うことを最終目標としている。今後、学校部活動にない小中学生の興味関心の高い種目をスポーツ

バイキングに取り入れ、多くの子供たちが運動に親しむ環境づくりを行いたい。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ク：その他の取組

学校施設・設備・備品等を使用して、地域スポーツクラブ活動を実施する際の利用ルールを策定する。
取組事項

令和５年１０月からの地域部活動スタートに向け、学校施設及び社会体育施設の

借用等に関して以下の内容を協議・確認した。

〇地域部活動も学校部活動と同様に、学校体育施設は無償、社会体育施設は減

免とする。

〇休日の体育館の開閉は、リモートロック（まちかぎリモート）で行う。（右図）

〇学校体育施設の予約は、学校側で予約し、地域指導者に連絡する。

〇社会体育施設は、地域部活動指導者が予約し、支払いはいだてん玉名SCが行う。

〇用具等の保管場所・管理方法については、学校側と相談する。

取組の
成果

グラフ等データ
※出典も要記載

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

玉名市では、すべての学校体育館が令和４年４月から「まちかぎリモート」で管理され

ている。予約はインターネット（右図）、施設の開閉はリモートロックとなっているため、地

域部活動指導者が暗証番号で体育施設の開閉ができる。管理職や担当教員不在で

も体育施設の使用ができるため、教員の負担軽減につながっている。

また、社会体育施設の借用については、指定管理者へ地域部活動の趣旨説明を行

い、学校部活動と同様に借用ができるようになった。

特に
工夫した
事項

学校体育施設の予約は「まちかぎリモート」で優先的に予約できるが、社会体育施設については指定管理者が施設ごとに異なるため、対応が

統一されていない。今後、地域部活動の指導者と社会体育施設管理者との協議会を開催し、課題解決のための方策を検討する必要がある。

また、小学校体育施設の借用や備品・用具の保管など小学校側との十分な協議が必要である。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【検討委員会で提案した地域部活動のイメージ】 【地域部活動参加者108名を対象としたアンケート結果】
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【岱明地区保護者説明会】 玉名市教育委員会としての部活動地域移行
基本方針と地域部活動「玉名モデル」の具体的な内容を関係保護者に説明
した。 2023.8.17（岱明防災コミュニティーセンター）39名参加

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【中学校地域移行啓発講演会】 長崎県長与町教育長金﨑良一氏を講師に
講演会を開催した。 演題「学校部活動から地域スポーツ活動への移行！」
2023.10.19 玉名市民会館マルチホールにて 約80名の参加

【第１回玉名市立中学校部活動地域移行検討委員会】 スポーツ協会、文化
協会、中学校長会、総合型地域スポーツクラブなど関係団体より選出された
委員に委嘱状が渡された。2023.5.9 玉名市総合体育館会議室にて

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【中学校部活動地域移行コーディネーター及び担当者研修会】 熊本県内市町
村の担当者が集まる中、地域部活動「玉名モデル」の実践発表を行った。
2023.11.21 熊本県水前寺共済会館にて 約70名の参加
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【熊本県中学生ビギナーバレーボール大会】 玉名中学校女子バレーボール部が
初心者を中心としたチームで、地域部活動指導者が引率し試合に出場した。
2023.12.23 玉名市総合体育館にて

【熊本県新人バレーボール大会】 玉名中学校男子バレーボール部が地域部活
動として初めて県大会に出場し、玉名中学校以外の生徒も参加した。
2024.1.20 熊本市内中学校体育館にて

【地域部活動指導者研修会】 九州看護福祉大学准教授平﨑和雄氏による
講話「スポーツ障害の予防について」を開催した。
2024.2.9 玉名市総合体育館会議室にて

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるようにキャプションを挿入すること

【スポーツバイキングの開催】 地域部活動者による小学生高学年向け中学校部
活動体験教室を開催した。（バレーボール、卓球、バドミントン、ソフトテニス、ラ
グビー） 2024.2.24 玉名市総合体育館にて
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

検討委員会開始

教職員・保護者・

生徒アンケート実施

総括コーディネーター及び

コーディネーター配置

検討委員会の開催

先進地視察研修

拠点校方式・合同部活

動方式による実証事業

説明会の開催

地域部活動（玉名

モデル）９部がス

タート

玉名市内中学校運動

部活動の６～８割を

地域部活動へ移行

すべての休日の運動部

活動を地域部活動へ

移行

令和４年度実施内容

●教育委員会

・検討委員会(3回)

・座談会(3回)

・アンケート実施

中学校教職員

小5･6年

中1･2年

保護者

●スポーツ協会

・部活動地域移行

啓発講演会開催

・情報交換会

●課題

・部員・指導者不足

・大会出場が困難

・教師の負担大

・財源不足

・保護者送迎

令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

これまで実績および今後の予定

●Keep

・部員不足の解消につながった

・やりたい部活動ができた

・教師の負担減につながった

・専門的な指導ができた

・他校との交流ができた

●Problem

・保護者の送迎

・指導者の不足

・休日の活動日数不足

●Try

・充実した指導者研修会の開催

・保護者説明会

・地域部活動の啓発活動

・種目団体との協議会の開催

・スポンサー確保

●次年度に向けて

・６～８割を地域部活動へ移行

令和５年度実施内容

●教育委員会（コーディネーター２名配置）

・検討委員会(5回)開催 5･6･7･12･3月 委員18名委嘱

・先進地視察（長崎県長与町）5月 検討委員会メンバー10名

・保護者・一般向け啓発講演会（長与町金﨑教育長）10月

●合意形成に至るまでの経過

・地域部活動（玉名モデル提案）6月 拠点校方式・合同部活動方式

・校長会・各学校教職員説明会、啓発チラシ配布 7月

・地域部活動 全体保護者説明会 8月（横島地区、岱明地区）

・NPO法人いだてん玉名SCへの委託契約

・地域部活動指導者説明会 8月 契約方法についての説明

・各部保護者説明会(7回)9～10月

・合意形成できたところから地域部活動スタート（10/7～10/31）

９部（バレーボール5、柔道1、剣道1、卓球1、ラグビー1）

いだてん玉名SC会員として活動（部員108名、指導者18名）

●実施にあたって生じた課題

・練習場所の確保、大会参加手続きの役割の明確化

・大会参加受け入れ体制（教員以外の引率に制限があり）

・中体連大会への参加基準があいまい

・活動実績に応じた謝金支払いができていない
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ
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